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は じ め に 











皆さん 、 こ ん に ち は ! 岩手 県 医療 局 職員 課 人 事 担当 で す 。 














県 立 病院 で 働く 職員 を 紹介 する 「 キ ャ リア アッ プ 通 信 」 の 第 7 号 が 完成 し まし た 。 
今 号 で は 認定 理学 療法 士 と 他 県 へ の 応援 で 活躍 し た 看護 師 の 2 名 を 紹介 し ます 。 
ぜひ 今後 の キャ リア アッ プ の 参考 に し て くだ さい ! 

















設 電 理学 療 湾 下 へ の 道 


(県 立 病院 に 1 2 名 在籍 ) 
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新人 教育 プロ グラ ム 修了 者 を 対象 に 、 自 ら の 専門 性 を 高め 、 高 い 専 門 的 臨床 技能 
の 維持 、 社会 、 職能 OO OO 「 ーー 
を 目的 と し 、 PE BE 
wwsseessn hh 
JI DO OO 





1 該当 する 有効 期限 内 の 認定 必須 研修 会 
有効 期限 内 の 協会 指定 研修 を 受講 し て いる こ NH a 
_ ⑧ 上 記 と は 別に 


、 各 領 城 の 履修 要件 | に 即 し た ポイ ン ト 100p を 取得 し て いる こ - と 。 














岩手 県 立 病院 で は 職域 団体 で の 審査 の うえ 、 各 種 研修 、 学 会 等 へ の 出張 
派遣 を 支援 し て いま す ! (参加 費 、 旅 費 、 認 定 料 等 公費 負担) 


岩手 県 立 病院 (看護 科 ) の 教育 体制 





を 新 採用 時 か ら 、 看護 職員 の レベ ル に 応じ た 教育 プロ グラ ム を 提供 し 、 主体 的 に 
キャ リア 開発 で きる よう に 支援 し て いま す 。 


岩手 県 立 病院 看護 科 の 継続 教育 


〇 専門 職 者 と し て 生涯 に 渡り 成長 で きる 
〇 職員 一 人 ひと り の 習熟 度 に 応じ た 教育 プロ グラ ム に よる 、 採 用 時 か ら の 継続 教育 


〇 職員 一 人 ひと り の 自己 実現 に 向け て 主体 的 に キャ リア 開発 が で きる よう 支援 し て いま す ! 









レベ ルツ V (概ね 12 年 目 ^) 
医療 の チー ム に お いて 看護 の 立場 で リー ダー シッ プ を 発揮 で きる 
レベ ル IV (概ね 7~15 年 目 ) 
部 署 に お いて 看護 の 立場 で リー ダー シッ プ を 発揮 で きる 
レベ ル 玉 (概ね 4<10 年 目 ) 云 一 人 前 の 看護 師 太 
受 持ち 看護 師 と し て 自立 役割 モデ ル を 目指 す 


レレ ベル (概ね 2~5 年 目 ) 
担当 看護 師 と し て 自立 し 受 持ち 看護 師 を 目指 す 










達 目標 を 達成 で きる 


岩手 県 立 病院 は どの 病院 で も 新人 看護 職員 と し て の 到 
教育 が 受け られ ます 。 


前 後期 
(2 日 間 宿泊 ) (2 日 間 宿泊 ) 





息 (11 月 1 日 間 ) 
ジン ショ ニン グ アセ ス メ ン 
スキ ン ケア 人 | 


I (4 月 2 日 間 ) I (6 月 1 日 間 ) 
技 科 獲 予防 


『 私 が し た い 看 


看護 過程 
護 』 心電図 麻薬 、 ハ イリ スク 薬 
多重 課 箇 
エン ゼル ・ グ リー フケ 
2 


夜勤 導入 
3 か 月 リフ レッ シュ 





月 ご と の 目標 と 個別 に 合わ せ た 進度 
夜勤 研修 は 名 勤務 各 1 回 (通常 より 多い 人 数 で スタ ー ト ) 


院外 研修 岩手 県 着 護 協 会 新人 研修 
岩手 県 立 大 学 新人 研修 他 


岩手 県 立 病院 は みな さん を 組織 全体 で 支え ます ! 














周 手 県 医療 局 ホ ー ム ペー ジ に バッ ク ナ ン バー を 掲載 し て いま す の で そちら も ご 覧 くだ さい 








【 岩 手 県 医療 局 職員 課 人 事 担当 如 019-629-6861】 








設定 理学 療法 士 ( 循 環 ) 
中 央 病院 リハ ビリ テー ショ ン 技 術科 理学 療法 士 


*※ 。 策 木 さや が さん 


Q 資格 を 取得 し よう と 思っ た きっ か け を 教え て くだ さい 
ー つ 目 の き っ か がけ は 、 了 臨床 経験 8 年 目 の 中 央 病院 へ の 異動 で 、 初 め て 心 疾 患 の 悪者 さん の リハ ビリ テー ショ ン に 
携わり 、 実 際 に 心臓 血管 手術 後 や 心筋 梗塞 の 患者 さん を 担当 する 中 で 、 間 くち も の 、 見 る も の 全て が 新鮮 で の め り 込 
ん で し まっ た こと で す .。 毎 日 新しい 知識 を 吸収 する こと が と て も 楽し く 充実 し て いま し た 。 
ーー つ 自 の き っ か け は 、 了 子ども が 誕生 し た こと で す 。 育 児 休業 か ら 復 帰 後 、 仕 事 に 徐々 に 慣れ て きた 時 、 自 分 自身 に MM 
何 か 強 み に な る も の が 欲し いと 感じ る よう に な り ま し た 。 短 時 間 勤 務 を し て いた の で 周囲 に どう し て も 引け 目 を 感じ . \ NN ! 
て いた の で す が 、 認 定理 学 療法 士 を 取得 する こと で 、 そ の 状況 を で きる だ け 前 向き に 捉え よう と 思い まし た 。 \ や ペペ 
認定 理学 療法 土 取 得 に は 各 領 域 の 履修 要件 に 即 し た 受講 ポイ ント 100 ポイ ント が 必要 と な る の で す が 、 私 は 出産 前 に 60 ポイ ント 、 復 帰 後に 40 ポイ ント 取得 し まし た 。 育 児 を 
な が ら 40 ポイ ント を 取得 する の に 少し 苦労 し た 記憶 が あり ます 。 休 日 の 研修 会 に 参加 する た め に は 家族 の 協力 が 不可 欠 で し た 。 
育児 と キャ リア アッ プ の 両立 は 大 変 で は あり ませ ん で し た ガ が 。 
正直 、 大 変 と 思 つ 瞬間 も あり まし た 。 私 は 子供 が 就 間 し た 後 、21 時 半 頃 か ら 約 2 時 間 を 症例 報告 の 作成 時 間 や 試験 勉強 の 時 間 に 当 て て いま し た 。 (子供 と 一 緒 に 寝 て し まう こ 
と も 多々 あり ・・・) 勉強 を 終え 、 い ざ 自 分 も 定 よ うと し た タイ ミン グ で 、 子 供 の 夜泣き ま が 始ま っ た り し て ・… わた し も 泣き た ー い と 思っ た 記憶 が あり ます 。 
その よう な 環境 で も 、 様 々 な 休暇 制度 や 所 属 部 署 の 支援 ちあ り 乗り 越え られ まし た 子供 が 1 歳 に な る まで は 育児 休業 を 取得 し 、 育 児 に 専念 する こと で 復帰 後 の モ チ ベ ペー ショ 
ン 維 持 に も つなが り ま し た 。 復帰 後 は 育児 短 時 間 勤 務 制度 や 子供 が 体調 を 崩し た 時 の 看護 休暇 の 取得 な ど に より 、 育 児 の 時 間 、 家 事 の 時 間 を 確保 する こと が で きま し た 。 部 署 内 
で は 定時 で 帰れ る よう に 仕事 量 を 調整 し て も らい まし た 同僚 に は 先輩 パパ 、 マ マ も 多く いま す の で 、 仕 事 の こと も 子育て の こと も 相談 レ し ながら 頑張 る こと が で きま し た 。 
資格 取得 後 の 院 内 で の 活動 状況 を 教え て くだ さい 
ICU で 心臓 血管 手術 後 の リ ハビ リ に 携わり 、 看 護 師 の 方々 と 協 働 し な が ら 人 工 呼吸 器 や ドレ ー ン が つい た 状態 か ら の 離床 を 積極 的 に 進め まし た 。 ま た 、 患 者 さん が 一 般 病棟 に 
る っ た あと は 術 後 合併 症 に 注意 し な が ら 、 退 院 ま で の 間 の 運動 療法 を 実施 し まし た 。 外来 心臓 リハ ビリ テー ショ ン の 開設 に も 携わり まし た 。 
現在 は が ん リハ チー ム に 所 属し て いま す が 、 高 齢 の 方 や 重複 障害 の 方 が 多 ご 、 備 環 器 疾患 を 抱え て いる こと も 少な こく ない ので 、 特 環 認 定理 学 療法 士 と し て 得 た も の が 非常 に 
役に立っ て いま す 。 そ れ ら を で きる だ じ 後 昔 に 伝え て 、 チ ー ム と し て スキ ル ア ッ プ し て いき た いと 思っ て いま す 。 
Q これ がら 資 格 取得 を 目指 す 方 ヘア ドバイ ス を お 願い し ます 
効率 よく 勉強 する た め の ポ イン ト で す が 、 日 々 の 臨床 の 中 で 分 か ら な か っ た こと を 5 分 で も 10 分 で も 調べ る こと が 大 切 だ と 思い ます 。 認 定理 学 療 法 士 は 「 臨 床 実践 分 野 に 秀 
で た 理学 療法 士 」 と し て 位置 付け られ て いま す の で 、 試 験 問題 は 臨床 場面 で 目 に する よう な 内 容 が 中 心 で す 。 改 め て 試験 勉強 を する と いう より は 、 毎 日 少し の 時 間 で 知識 を ア 
ッ プ デー ト す る 姿勢 が 良い と 思い ます 。 そ し て 時 に は "根性 "(? ) が 必要 か も ・… し れ ま せん ( 笑 ) 
Q その 他 、 皆 さん に 伝え た いこ と が あれ ば お 願い し ます 
興味 を も っ た こと に は 、 全 力 で 取り 組ん パ で みて くだ さい 。 最 近 は リモ ー ト 開催 の 学会 や 研修 会 も 増え て いる の で 、 時 間 を 有効 に 使い な が ら 研 緒 を 積め こと が で きる と 思い ま 
す 。 研 鑑 を 積む お こと で 、 そ れ が 患者 さん に 選 元 され 、 ま すま す 臨 床 が 楽し く な る と 思い ます 。 
最後 に 、 日 頃 か ら サ ポー ト し て くだ さっ て いる 皆様 へ 。 「" 感 市 "感謝 "感謝 で す 。 あ り が と う ご ざ いま す 。」 
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採用 3 年 目 看護 師 (沖縄 県 へ の 応援 職員 と し て 活躍 ) 


辛 石 病院 看護 師 
* 千葉 健吾 さん 


Q 新型 コロ ナ の 関係 で 、 沖 縄 県 へ の 応援 職員 と し て 活躍 され まし た が 、 派 遣 依頼 に 応じ る こと と な っ た きっ が ガ け は あり ます か | 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 が 避 地 で 広がり 、 寅 迫 す る 医療 体制 の 中 、 自 分 が 赴く こと で 、 そ こ で 働く 医療 スタ ッ フ の 負担 軽減 や 、 時 
患者 さん に 提供 され る 医療 の 質 が 少し で も 保 た れれ ば いい と 思い 、 依 頼 に 応じ まし た 。 に 
Q 派遣 に 対し て 不安 は あり せん で し た か 
感染 対策 に お いて は 、 感 染 管理 認定 看護 師 指導 の 下 、PPE の 着脱 な ど 普 段 か ら 実 施し て いた た め 、 不 安 は あり ませ ん で し た 。 
他 病 院 へ 応援 に 行く こと に つい て は 、 地 域 や 病院 が 変わ れ ば 物品 や ケア 亡 法 も 変わ り 適 応 で きる の か 、 ま た 、 実 務 経 験 も 
浅く 業務 の 補完 が で きる の か な ど 不 安 は あり まし た 。 
Q 派遣 先 で の 活動 状況 と つい て 教え て くだ さい ニー 
普段 の 業務 と あま り 大 きく 変わ る こと は な ぐ 、 注 射 ・ 点 滴 和 や 患者 さん の 身の回り の ケア を 行っ て きま し た 。 コ ロナ 病棟 で は 、PPE 装着 し 、 患 者 の 身の回り の ケア の 
の 管理 を 行っ て きま し た 。 そこで 働く スタ ッ フ の みな さん は 大 変 な 苦労 を され て き て いま す の で 、 少 し で も 負担 を 軽く する こと が で きれ ば と いつ 思い で し た 。 
Q 応援 職員 と し て の 経験 を どう 活か し て いき ます か 、 今 後 学び た い 分 野 や 経験 し た い 業 務 に つい て 教え て くだ さい 
現在 、 自 分 は 整形 外科 * 泌 尿 器 科 に 所 属し て いま す 。 応 援 と し て 他 科 へ いく こと も あり 、 自 信 の スキ ル ア ッ プ に も つなが り 、 患 者 さん へ 提供 する 看護 の 質 向上 に も つなが っ て い 
ます 。DMAT チ ー ム に も 所 属し て いま す の で 、 依 後 の 災 害 時 の 派遣 に も 経験 が 役に立て ば いい と 思い ます 。 騙 後 は 、 ジ ェ ネ ラリ スト と と し て 活躍 で きる よう 多分 野 の 経験 * 学 習 を 
積み 重ね て 行こ つと 思い ます 。 
Q これ が ら 看 護 師 と し て 働く 方 へ の アド バイ ス を お 願い し ます 
新型 コロ ナウ イル ス の 虹 延 や 少 ず 高齢 化 の 進展 、 医 療 技術 の 進歩 に 伴い 、 医 療 に お ける 看護 師 へ の 期待 は 今後 も 高まっ て いく と 思い ます 。 そ ん な 中 で 自分 が 関わ る 患者 さん 
へ 何 が 出来 る か 、 ど ん な 選択 肢 が ある の が を 知る た め に は 多く の こと を 学ば な けれ ば な り ま せん 。 大 変 な こと も い で す が 、 と て も や り 甲 斐 の ある 仕事 で す 。 是非 一 緒 に 働け 




























他 、 人 工 呼吸 器 


























る こと を 楽し み に し て いま す 。 【 派 遣 先 か ら の コメ ント 】 
【 病 棟 師長 か ら 】 当 院 で コロ ナ が 夢 延 し 厳し い 状 況 の 中 、 千 葉 さん は 風 の よ うに 現れ 、 ス ー パ ー マ ン の よう 
千葉 さん は 、 助 言 や 指導 、 サ ポー ト を 真 軸 に | に 助け て くれ まし た 。 笑 顔 の 素敵 な イケ メン 男子 に 応 握 に 来 て も らい 、 患 者 さん だ け で な ぐ く 、 
受け 止め る 素直 さ を 持 っ て いま す 。 そ の こと が 生き 0 a 病院 ・ 他 黒 か ら 派 遣 の 
千葉 さん は 依頼 し た 仕事 を 快く 引き 受け 、 自 分 か ら 率 先 し て 


当 二 ビレ て の 成長 に 貢 が ウ 、 賠 還 が 5 の 二 燈 | 全 生 を 打 す な ど 、 当 院 の スタ ッ フ と 同じ よう に 独 き 、 す ご く 自 和 【 7 
を 得 て 、 さ わ や か な 印象 を 残す 要因 と な っ て | に 現場 に 馴染 ん で いま し た 大 護 師 経験 3 年 目 で あり な が ら 、 
いる と 思い ます 。 当 院 以外 に も コロ ナ 関 係 の 応援 経験 が ある と 聞き 、 感 心 させ ら 
れ ま し た 。 

派遣 先 病 院 か 帰し た く な い 。 

仁和 病 院 か は いつ 埋 し だく な し ] | 生業 さん の お 陰 で 、 病 棟 スタ ッ フ は 元気 で 動い て いま す 。 


と 言わ れ て いま す 。 釜石 病院 さん 、 千 葉 さ ん 、 心 か ら 感 加 し て いま す ! 


























